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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．本市の小中学校における

行政の取り組みについて 

 

 

 

 

【質問趣旨】 

第６次総合計画の将来像であ

る、住みたいまち 誇れるま

ち 新しいせとの実現へ向け

て、政策を展開している瀬戸

市でありますが、とりわけ小

中学校に関わることは、都市

像②安心して子育てができ、

子どもが健やかに育つまちを

目指す上で重要であります。

少子高齢化、地域単位では人

口格差も生まれるなか、行政

として今後どのように取り組

むのか伺うものであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本市における学校区編

成の合理性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校区の編成を行う際、なぜ本市は連区単位の構成としているのか伺います。 

 

 

② 今後、人口増減や少子高齢化の動向により、学校統合等を行う必要性が生じた際

においても連区単位での統合という方針でしょうか。その場合、学校の場所つま

り学校区の中心位置が変わることでの歪みが発生することもあると考えますが、

本市の見解を伺います。 

 

 

③ 本市においては、今年度より隣接学校選択制を廃止し、特定区域を指定すること

により、一部校区外通学を認める運用を始めます。特定区域を指定した目的と、

指定に至った経緯、基準について伺います。 

 

 

④ 将来的な学校区編成を視野に入れた場合、特定区域の指定を活用することで、児

童生徒の動向を正確に捉えることができ、スムーズな学校区編成に繋げていける

と考えるが、見解を伺います。 
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（２）通学時の安全確保につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 小中学生の通学において、行政として最優先すべきは安全確保と考える。川崎市

多摩区で起きた殺傷事件では、多くの児童が集まった場所を狙われたとの見方も

あるが、これを受けて本市として取り組むことはあるか伺う。 

 

 

② 自動車事故においても、登校中の児童が巻き込まれるケースが増えている。本市

としても、新たなガードレールの設置、スクールゾーンの指定など、より具体的

な安全対策を強化していく必要性があると考えるが、見解を伺う。 

 

 

③ 全国的にも、小中学生の通学時の負担軽減のため、教科書やノートなどの一部を

学校に置いておく「置き勉」を認めている学校が増えているが、本市の見解を伺

う。 
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（３）通学に関して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在、市内小中学校において、通学方法の基本は徒歩によるものですが、徒歩以

外の通学方法がどの程度存在しているか、またその通学方法について伺います。 

 

 

② 来春開校のにじの丘学園への通学について、現在どのような状況でしょうか。関

係する５連区の地区協議会と調整を諮っておられますが、それぞれ最新の状況を

伺います。 

 

 

③ にじの丘学園への通学方法については、市内全校との公平性も重要と考えます

が、本市の見解を伺います。 

 

 

④ 保護者や地域の方々が、既存の市内小中学校へ訪れる際の交通手段について、ど

のように推奨し、それに対し実際どのような状況であるか伺います。 

 

 

⑤ にじの丘学園については、保護者や地域の方々が学校へ訪れる際の交通手段はど

のように推奨していくのでしょうか。５連区という広範囲から保護者・地域の

方々が集まるということを鑑みれば、特段の配慮が必要と考えますがいかがでし

ょうか。伺います。 
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（４）コミュニティスクール

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① コミュニティスクールの運営については、本市としても積極的に進められており

ます。一部の学校では、すでに取り組んでおられますが、その現状と見えている

課題について伺います。 

 

 

② 来春開校のにじの丘学園においても、コミュニティスクールの運営がされるよう

ですが、５連区が１つの学校に関わっていくということで、相応の準備が必要だ

と考えますが、現状と課題について伺います。 

 

 

③ 関係する５連区のうち４連区においては、地域から学校がなくなり、にじの丘学

園とは物理的な距離が生まれます。このことで、学校と地域の関係の希薄化が懸

念されますが、本市としての対策を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


